
 

 

 

 

2023 年 1 月 13 日 
報道関係者各位 

 

北海道コカ・コーラボトリング株式会社（本社：札幌市清田区 代表取締役社長：佐々木康行）は、2009 年

11 月、北海道と当社との間で締結した「環境保全に関するパートナーシップ協定」に基づき、北海道の豊かで美しい

「水」を中心とした自然環境を守り次世代へと引き継いでいくことを目的とした活動、「北海道 e-水プロジェクト」を北海

道、公益財団法人北海道環境財団、当社の三者協働で取り組んでいます。 

これは、当社が販売する北海道の天然水「い･ろ･は･す 天然水」540mlPET の売上の一部を(公財)北海道環

境財団に寄付し、道内各地域で水辺の環境保全活動に取り組む団体および流域ネットワークの活動を支援するもの

です。 

 2023 年度の助成事業の募集概要は以下の通りとなります。 

【2023 年北海道 e-水プロジェクト 募集概要】 

対象となる事業 

北海道内の水辺（川、海、湖沼など）における環境保全活動団体（または流域ネットワーク）が実

施する事業 

＜具体例＞水辺のプラスチックごみ等に関する啓発活動や清掃活動、水辺の生物多様性保全・希

少種保護、小さな自然再生、水環境保全につながる植樹、学習・体験会、水質浄化など 

事業実施期間 2023 年 4 月 1 日～2023 年 11 月 30 日 

助成金の上限 

助成総額 700 万円  ※下記の 2 コースから選択してください。 

e-水 コース：1 事業あたり 200 万円を上限 

しずくコース：1 事業あたり 10 万円を上限 

※助成金（e-水コース）の「半額前払い制度」を導入しています。 

募集期間 1 月 4 日（水）～2 月 28 日（火）18:00 必着 

応募先 
公益財団法人 北海道環境財団 

詳細は(公財)北海道環境財団ＨＰをご覧ください。（http://www.heco-spc.or.jp/emizu） 

 

～北海道の環境を守る あなたの１本～ 
 2022 年度は 10,230,750 円を寄付し、22 団体を支援しました。 

 これまでの北海道の水環境保全を守るための寄付は、2016 年に累計１

億円を突破、2022年分を含めた13年間で152,966,240円※となり、

道内のべ 160 団体を支援、同プロジェクトの活動やネットワークは北海道

全域に拡大しています。 
※北海道ｅ-水プロジェクトの前身となる、北海道との「環境保護活動の推進に関する協定」に基づく寄付を含めた総額 

※2008 年～2019 年 10 月までの対象製品「ジョージア サントスプレミアム」北海道限定デザインの寄付を含む 

 

当社は、｢北の大地とともに｣をスローガンに、道産子企業として、北海道の魅力をさらに高める活動、地域課題解

決への協力、次世代を担う子どもたちに将来の地球の姿を考える場の提供、安全で安心な地域づくりを応援する取り

組みなど、事業活動を通して継続的に推進してまいります。 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

北海道コカ・コーラボトリング株式会社 広報・サスティナビリティ推進部 

担当：伊藤 TEL 011-888-2091  

「北海道ｅ-水（イーミズ）プロジェクト」 

北海道の水と自然環境を守る活動を支援 



 

◼ 参考 1 活動の源である「い･ろ･は･す 天然水」540mlPＥT について 

➢ 北海道で販売される「い･ろ･は･す 天然水」540mlPET は当社札幌工場の地下、深さ約 300 メートルの井

戸からくみ上げた札幌市清田区南西方向にある白旗山方面から長い年月をかけて深い地下をゆったり流れて

きた天然水で、厳しい品質管理を経て皆様にお届けしております。 

➢ リサイクルペット素材を 100%用いた“100％リサイクルペットボトル”を使うことで、「ペットボトルを資源として循環

利用する“ボトル to ボトル”※1」、「石油から新規に製造されるプラスチックの使用を削減」、「ペットボトル 1 本

あたりの CO2 排出量を 60%削減※2」の 3 つを実現し、環境に配慮された製品として販売しております。 

※1 使用済み PET ボトルを回収・リサイクル処理したうえで、PＥT ボトルとして再生し、飲料の容器として用いること 

※2 一般的な PET ボトルとの比較 

 

◼ 参考 2                          とは？ 

➢ 北海道には豊かな水資源とそれを取り巻く美しい自然がありま

す。この北海道の恵まれた水とそれを含む自然環境を道民全体

で保全し、未来に引き継いでいくため、道民、事業者、行政の協

働のもとで地域における水辺の環境保全活動に取り組む事業が 

「北海道ｅ-水プロジェクト」です。 

➢ エコロジーをイメージする「ｅ」と「きれいな水」というイメージを重ね

合わせ、「北海道ｅ-水（イーミズ）プロジェクト」と名付けました。 

 

◼ 参考 3 累計寄付金額 

2008～2021 年 寄付額実績 142,735,490 円  

2022 年 寄付額      10,230,750 円  

寄付額累計    152,966,240 円 内）北海道ｅ-水プロジェクト 128,588,045 円 

 

◼ 参考 4 「令和元年度 未来へつなぐ！北国のいきもの守りたい賞」受賞（2020 年 1 月） 

➢ 「北国のいきもの守りたい賞」とは 

北海道が 2017 年度に創設した制度で、北海道における生物多様性の保全及び持続可能な利用を推進す

るために、道内で生物多様性の保全等に関して、優れた活動・模範的な活動を行う企業、団体、個人を表彰

するもので、「北海道ｅ-水プロジェクト」と「白旗山での森づくり」の 2 つの当社活動が表彰されました。 

➢ 当社活動の評価ポイント 

『水を使った製品を製造する会社として、流域や森林、豊かな自然環境から高品質な水が得られるという確固

たる 想いを自社商品にこめて、生態系の保全などに取り組む団体をサポートする「北海道ｅ-水プロジェクト」の

仕組みを評価しました。また、製品の水源である白旗山を活用した環境教育では、関係機関との連携もみられ

るほか、たくさんの方が参加されています。10 年目を迎えた「北海道ｅ-水プロジェクト」をはじめ、今後も「水」を

テーマとした生態系保全の取組への支援が進化し続けることを期待します。』 

（※北海道 HP より引用） 

 

 

 

 

 

 

 

 （授賞式の様子） （企業部門 賞状） 



◼ 参考 5 「北海道ｅ-水（イーミズ）プロジェクト」歴代支援団体の活動エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※赤字は e-水（上限 200 万円）コース、青字はしずく（上限 10 万円）コース 

  



 


